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論文内容の要旨
本論文は，ディジタル位相変調波の同期検波誤り率特性に関する研究の成果をまとめたものであり，
7 章で構成している。
第 l 章では，序論として，ディジタル位相変調波 (p S K波)の同期検波に関して従来行われてき
た研究概要を系統的に述べ，本研究との関連性および本研究の意義を述べてその位置づけを行ってい
る。
第 2 章では，本研究で取扱う同期検波システムモデルについて述べ，信号・雑音・干渉波および基
準搬送波位相ジッタの数学的表現とベクトル図を示している。
第 3 章では，位相ジッタのない理想的な基準搬送波でPSK波を同期検波した時の誤り率特性に対
する干渉波の影響について述べている。特性関数法により，位相検波器入力の合成位相の確率密度関
数を求め，得られた結果を誤り領域にわたって積分して誤り率の表現式を得ている。
第 4 章では，基準搬送波再生回路において得られた基準搬送波のもつ信号対雑音電力比および位相
ジッタの確率密度関数を求めている。
第 5 章では，狭帯域ガウス雑音を伴った PSK波を非線形処理し PLL を用いて得られた出力を基
準搬送波とする場合に関して，基準搬送波位相ジッタおよび伝送路中のガウス雑音がPSK波の誤り
率特性に与える影響について解析し，また，誤り率に対する非線形デバイスや分周器の影響について
も明らかにしている。
第 6 章では，基準搬送波位相ジッタおよび同一チャネル干渉がPSK波の同期検波誤り率特性に与
える影響について，特に基準搬送波再生回路中の分周器の影響を考慮して検討している。
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第 7 章では，結論として，本研究で得られた成果を総括して述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，位相偏移波の最適受信方式に関して行われた研究である。ここでは，雑音が混在する多
相ディジタル位相変調波を同期検波する方式について論じる。
まず，干渉波による受信出力の誤り率の低下について解析し，複数の正弦波ならびに雑音状干樹皮に
よる影響を明らかにしている。次に，同期検波のための基準搬送波を受信入力から再生するときに生
じる基準搬送波のゆらぎについて解析し，この場合の位相同期ループおよび非線形デバイスの動作が
明らかにされている。更に，基準搬送波に生じた位相ジッタが受信出力信号の誤り率に与える効果に
ついても解析を行い，その結果を明らかにしている。次に，このような位相ジッタを有する基準搬送
波を含む受信系において同一チャネル干渉波に対する誤り率特性を明らかにしている。
以上本論文は，ディジタル信号を多相位相変調波により伝送する通信方式における，干渉波および
雑音による誤り率の劣化特性を明らかにし，同期検波器の設計にも有用な指針を与えるものであって，
通信工学の分野に貢献する所が大である。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認める。
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